
質
問
一

市
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
。

二

大
規
模
な
予
算
の
集
中
投
資
に
対

す
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
。

三

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
考
え
方
は
。

四

政
策
的
視
点
か
ら
の
職
員
数
は
。

五

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
行
財
政
改

革
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
１９
年
度
と
比

べ
て
生
産
年
齢
人
口
が
４
９
２
４
人
減

り
、
高
齢
人
口
が
５
９
４
０
人
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
課
税
標
準
額
の
段
階
別

納
税
義
務
者
数
を
比
較
す
る
と
、
所
得

の
低
い
階
層
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る

等
、
こ
れ
ら
の
要
因
で
、
市
の
財
政
力

が
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

公
共
施
設
の
総
量
の
見
直
し
、
市

有
財
産
の
有
効
活
用
や
借
地
の
解
消
等
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

三

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
多
く
の

市
民
が
真
に
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
十
分
な
水
準
で
提
供
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

四

２７
年
４
月
１
日
の
職
員
数
を
４
１

０
人
以
下
と
し
た
目
標
達
成
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
る
。
重
要
施
策
の
停
滞

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ

う
、
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組
む
。

五

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
を
念
頭

に
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
。

◎
そ
の
他
の
質
問

暮
ら
し
や
す
い
住

環
境
に
基
づ
い
た
住
宅
政
策
に
つ
い
て

今
の
鶴
ヶ
島
市
の
個
々
の
取
り
組
み

の
意
義
は
感
じ
る
が
、
市
の
基
本
構
想

「
鶴
ヶ
島
市
は

元
気
に
す
る
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
市
民
に
分
か
り
に
く

い
た
め
、
市
が
総
合
力
を
発
揮
し
て
進

む
べ
き
方
向
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問
一

今
後
取
り
組
む
べ
き
市
の
諸

問
題
は
。

二

予
想
人
口
減
に
な
ら
な
い
た
め
の

対
策
は
。

三

今
後
の
財
源
の
見
通
し
と
対
策
は
。

四

基
本
構
想
の
市
民
の
理
解
度
は
。

五

総
合
力
を
発
揮
し
て
進
む
べ
き
だ

が
、
現
状
と
方
向
性
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

社
会
保
障
関
係
経

費
の
抑
制
と
そ
の
財
源
確
保
、
生
産
年

齢
人
口
確
保
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

二

若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
鶴
ヶ
島
と

な
る
よ
う
、
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境

の
充
実
、
職
住
接
近
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

三

市
税
収
入
が
減
少
し
、
歳
出
で
は

扶
助
費
が
増
大
す
る
。
公
共
施
設
の
総

量
の
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
よ

り
、
将
来
の
財
源
確
保
を
図
る
。

四

基
本
構
想
の
将
来
像
を
分
か
り
に

く
い
と
感
じ
る
方
も
い
る
。
後
期
基
本

計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
誰

も
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

五

各
施
策
間
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
を
生
み
出
す
よ
う
、
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
今
後
も
各
部
署
が
連
携
し
、

活
力
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

市のホームページ

将
来
を
見
据
え
た
行
財

政
運
営
に
つ
い
て

内
野

嘉
広
議
員

選
択
と
集
中
に
よ
る
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む

市民、企業、団体、市の

総合力である

齊藤 芳久 議員

鶴ヶ島市の総合力とは

つるがしま市議会だより第１６９号 〔１０〕


